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「四季展」8月開催
作品をお寄せください

大人気のコラボ講座
日経ナショナル ジオグラフィック社

フォトアカデミー大阪

旅行読売から出版！
「広い風景フォトコンテスト」募集中

1本で広角も望遠も
タムロン社製 高倍率ズームレンズ

16-300mm F/3.5-6.3
Di II VC PZD MACRO

（Model B016）

プレゼント

上位入賞作品発表

みどり東京
フォトコンテスト

会員64,286名の力で社会貢献、
フォトカルチャー倶楽部。

（2015年1月現在）



1 ＜撮影データ表記＞①カメラ、②レンズ、③絞り、④シャッタースピード、⑤フィルター、⑥三脚使用、⑦撮影地、⑧撮影日

みんなで新しい写真体験を ！
フォトカルチャー倶楽部（PCC）は会員の皆さまのご支援で、さまざまな社会貢献・文化貢献・環境保護貢献をしています

美しい自然を写そう。美しい地球を守ろう。写真で人の絆を深めて、すべての生き物と共生しよう。

会員の皆さんの写真で表紙を飾りませんか？
作品投稿お待ちしています。P１、P６〜７に掲
載する作品も同時募集。 （詳しくは→P.48）

フォトカルチャー倶楽部の最新情報は
こちらで確認できます。

フォトカルチャー倶楽部
→http://www.npopcc.jp/
フォトカルチャー倶楽部
Facebookファンページ
→http://www.facebook.com/npopcc
メルマガも配信中！

上の写真：「はるだっこ」
東 一幸さん（大分県）

孫と一緒に近所の桜を見に行ったときに
撮影しました。桜の花と孫の顔が近づい
た瞬間を狙っています。木を全体的に撮
りつつ、孫の顔も大きく写したかったの
で、魚眼レンズを使いました。偶然です
が、桜の花と孫の服も同じような色で、
春らしいピンクを演出できたと思います。
① キ ヤ ノ ン EOS 5D markⅡ、 ② シ グ マ15mm

（フィッシュアイ）、③F8、④1/250秒、⑦大分県、
⑧2014.3.31

表紙の写真：「星降る桜」
中澤 朗さん（群馬県）

① キ ヤ ノ ンEOS 5D MarkⅡ、 ②EF 24-105mm 
F4L ＵＳＭ、③F11、④バルブ撮影、⑤UVフィル
ター、⑥三脚使用、⑦群馬県、⑧2011.4.29

群馬県沼田市で撮影した1枚です。F11
でやや絞り気味にし、バルブで45分間
ほどの長時間露光で撮りました。この日
は雨上がりで、星空もきれいに写ってい
ました。北斗七星と桜の構図も、うまく
バランスがとれていると思います。

「365日フォトコンテスト」より「365日フォトコンテスト」より



沼田先生も審査員を務める「365日フォトコンテスト」が生まれ変わりました→P.243 ＜撮影データ表記＞①カメラ、②レンズ、③絞り、④シャッタースピード、⑤ISO感度、⑥露出補正

①キヤノン EOS 5D Mark II、②EF 24-105mm f/4L IS、③F6.3、④1/320秒、⑤ISO100、⑥±0

[      ]
写真の力
PCC創立６周年

顧問写真家シリーズ
フォトカルチャー倶楽部（PCC）の6周年を記念し、季
節ごとにPCC顧問に作品を紹介してもらう「顧問写真
家シリーズ」。沼田先生がいつもとはひと味違った写
真を写し、桜と人の一体感を表現しています。

足を鍛えると寿命が延びると聞い
た事があります。ただ歩くだけでは面
白くありませんが、何か発見があった
時にカメラを持っていれば、思いもよ
らない作品ができることがあります。
感性を磨きながら健康のために歩く、
一挙両得です。

花のたよりが聞こえると、誰もが浮
き足立ちます。私が四年ほど通った
浅草も、桜の時期は賑やかです。こ
の写真は、時おり雨がぱらつく花曇り
の日に撮影しました。天気のせいか人
通りは少なかったのですが、遊覧船
は満員。みなさん隅田川で浮き足立
っていました。

「感性を磨きながら」
PCC顧問　沼田早苗

大竹省二氏に師事。ビジネス情報誌の表紙、商業写
真、取材撮影などを手がける。写真展は「私の写交
録」「みんな・みんな・蒼き狼」「もう一人の日本人」

「彩菜」「アンゴラ難民とザンビアの人々」「歴史と
ともに生きる・ヨルダン・シリア」「アメリカ音楽紀
行」「浅草ものがたり」などがある。
福音館書店より写真絵本『ぼくのおじいちゃんのか
お』を出版。

フォトカルチャー倶楽部顧問
沼田早苗 （ぬまた さなえ）
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『NATIONAL
GEOGRAPHIC』より

©Michael S. Yamashita / National Geographic Creative

滋賀県・彦根城の城壁に沿
って枝を伸ばす満開の桜。
撮影者のマイケル・ヤマシ
タは、ナショナル ジオグ
ラフィックを代表する写真
家の一人であり、これまで
数多くの作品が掲載されて
いる。米国サンフランシス
コ生まれの日系3世で、大
学卒業後、自らのルーツを
求めて日本へ渡り写真を撮
り始めた。

『ナショナル ジオグラフィック日本
版』 2015年1月号
http://nationalgeographic.jp

日経ナショナル ジオグラフィック社・PCC共催のフォトアカデミーが開催されました→P.32

[      ]
写真の力

5 「ソコシリ」をリニューアルした「今さら聞けないキホンのキ」。今号は露出補正がテーマです→P.8 4



「365日フォトコンテスト2012秋冬」より

北川隆司さん（岡山県）

＜撮影データ表記＞①カメラ、②レンズ、③絞り、④シャッタースピード、⑤フィルター、⑥三脚使用、⑦撮影地、⑧撮影日

PCC主催の「365日フォトコンテスト」は、応募総数が
約10万点を超える全国最大規模のフォトコンテスト、

「365日フォトコンテスト」が「JAPAN PHOTO」と名前
を変えました。募集テーマは変わらず、プロの写真家が
全応募作品を審査しています。「JAPAN PHOTO」の上
位入賞作品は、本誌や『フォトコンライフ』(双葉社)で
随時掲載します。詳しくは→P.24

「365日フォトコンテスト」が

JAPAN　PHOTOに
名前を変えてリニューアル

大きく手を広げ、スーツに似つかわしくない場所で跳び立つ男性
と、同じく羽を広げ飛び立つカモメ。男性は新社会人の一歩を
踏み出すために、鳥は海を越えるために羽ばたいたとすれば、2
枚から連想されるのは「旅立ち」。新しい生活への第一歩を見
事に表現した2枚となりました。

新しい季節への旅立ち

「童心」
梅田創介さん（福岡県）

「スーツでは普通はやらないこと」
をコンセプトに、普段からギャッ
プを表現する写真を撮影していま
す。この写真は旅行先で撮影しま
した。鯉のぼりの下でスーツを着
た大人がはしゃいでいるというシ
チュエーションです。

「365日フォトコンテスト」より

①カシオ EXILIM EX-2R300、⑦宮崎県、
⑧2013年5月

「青空の子」
鶴田弘一郎さん（熊本県）

魚眼レンズでカモメを撮りました。お菓子を
持ってカモメを引き寄せて、飛び上がった瞬
間を狙いました。とっさの瞬間にシャッター
を切ったので、ファインダーは見ていません。
太陽と翼が重なっている構図は偶然かもしれ
ないですね。

「365日フォトコンテスト」より

①ニコン D7000、②AF DX 10.5mm（フィッシュアイ）、
③F6.3、④1/800秒、⑦熊本県、⑧2013.4.13

応募作の力
[  　　        　]入賞者に学ぶ春！

「365日フォトコンテスト」
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【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト 

２
】

ま
ず
は
カ
メ
ラ
の
適
正
露
出
で
撮
る

城
壁
と
桜
を
組
み
合
わ
せ
て
撮

影
し
ま
し
た
。
露
出
補
正
を
か
け

ず
に
撮
る
と
、
カ
メ
ラ
が
壁
の
明

る
さ
を
基
準
に
し
て
暗
め
の
露
出

に
設
定
し
て
し
ま
い
、
桜
と
空
が

く
す
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
カ

メ
ラ
の
適
正
露
出
」
と
「
撮
影
者

の
適
正
露
出
」
が
合
っ
て
い
な
い

状
態
で
す
。

そ
こ
で
プ
ラ
ス
補
正
を
か
け
て

撮
影
し
た
の
が
左
の
写
真
で
す
。

す
る
と
桜
の
色
も
明
る
く
な
り
、

す
っ
き
り
と
し
た
印
象
の
写
真
に

な
り
ま
し
た
。

露
出
補
正
の
数
値
は
、
被
写
体

の
明
る
さ
や
構
図
な
ど
、
撮
影
状

況
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
露
出

補
正
を
し
て
い
な
い
状
態
を
基
準

に
、
花
の
色
を
明
る
く
す
る
か
暗

く
す
る
か
で
数
値
を
決
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
自
分
が
桜
の
色

を
ど
う
表
現
し
た
い
か
、
そ
の
意

思
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
写
真
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト 

３
】

撮
影
状
況
で
露
出
補
正
を
使
い
分
け
る

「お客様なんでも相談室」が桜撮影に便利な道具を教えてくれました。→P.12

渡邊先生と撮影しながら学べる講座は→P.34

露
出
補
正
を
せ
ず
に
撮
影
す
る

と
、
カ
メ
ラ
の
導
き
出
し
た
適
正

露
出
で
撮
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
そ
の
ま
ま
撮
っ
て
み
て
、

写
真
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

撮
っ
た
あ
と
に
注
目
す
る
の
は

桜
の
花
の
色
で
す
。
桜
と
背
景
の

明
る
さ
が
同
じ
く
ら
い
の
場
合
に

は
、
そ
の
ま
ま
撮
影
し
て
も
十
分

き
れ
い
な
写
真
が
撮
れ
ま
す
。
し

か
し
、
逆
光
だ
っ
た
り
花
の
背
景

が
暗
か
っ
た
り
し
て
花
と
そ
の
他

の
被
写
体
の
明
暗
が
大
き
い
と
、

明
る
さ
が
花
以
外
の
部
分
に
引
っ

張
ら
れ
て
、
花
の
色
が
黒
ず
ん
だ

り
白
っ
ぽ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り

し
ま
す
。

そ
こ
で
露
出
補
正
の
出
番
で
す
。

桜
が
暗
か
っ
た
ら
プ
ラ
ス
に
、
明

る
す
ぎ
た
ら
マ
イ
ナ
ス
に
か
け
ま

し
ょ
う
。
納
得
で
き
る
明
る
さ
で

撮
れ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
、
大
切
な
の
は
、「
自

分
の
中
の
適
正
露
出
」
と
い
う
感

覚
を
持
つ
こ
と
で
す
。

①ニコン D800、②70-200mm f/2.8、
③F5、④1/800秒、⑤±0、⑥ISO200

「自分の適正露出」をはかれるよう
になったら、マニュアルモードで撮
影するのも手段のひとつです。

①ニコンD300、②17-50mm f/2.8、③F8、④1/400秒、
⑤±０、⑥ISO200

露出補正をかけずに撮影。日の当たった城壁
の明るさに引っ張られて、全体的に暗くなっ
てしまいました。①ニコンD300、②17-50mm f/2.8、③F11、④1/200秒、

⑤+1、⑥ISO200

+1の露出補正で撮影。桜のピンクも空の青も、
右の写真に比べてきれいになりました。

8

①ニコンD800、②24-120mm f/4.0、③F4、④1/400秒、⑤+1、⑥ISO400

「露出補正」のコツとカン
第1回「桜の明るさを操る」【今さら聞けないキホンのキ】

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト 

1
】

露
出
補
正
は
、自
分
の
思
う
適
正
露
出
に
設
定
す
る
機
能

広
角
レ
ン
ズ
の
扱
い
を
得
意
と
し
、
風
景
写
真
、
ス
ナ
ッ
プ
を
中
心
に
個
人
教
室
、

旅
行
ツ
ア
ー
な
ど
で
指
導
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。（
公
社
）日
本
写
真
協
会
会
員
。

N
P
O
法
人 

フ
ォ
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
倶
楽
部
認
定
フ
ォ
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
h
o
w
1
p
h
o
t
o
.
n
e
t
/

渡
邊
翔
一（
わ
た
な
べ
・
し
ょ
う
い
ち
）

＜撮影データ＞①カメラ、②レンズ、③絞り、④シャッタースピード、⑤露出補正、⑥ISO感度

逆光での撮影。そのままだと暗くなってしまうので、
プラス補正をして花びらをしっかりと表現しました。

ココがコツ

春
に
な
り
花
も
た
く
さ
ん
咲
い

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
本
格
的

に
２
０
１
５
年
の
撮
影
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
と
い
う
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
で
も
、

桜
は
誰
も
が
撮
っ
て
お
き
た
い
日

本
人
の
心
の
花
で
す
。
し
か
し
実

際
に
撮
っ
て
み
る
と
、
淡
い
ピ
ン

ク
の
花
の
色
が
う
ま
く
出
な
い
な

ど
、
苦
戦
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

桜
の
色
を
き
れ
い
に
出
す
に
は
、

露
出
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

露
出
を
操
る
手
段
の
ひ
と
つ
が

「
露
出
補
正
」。
カ
メ
ラ
が
決
め
た

適
正
露
出
か
ら
明
る
さ
を
変
え
て
、

自
分
の
思
う
適
正
露
出
に
設
定
で

き
る
機
能
で
す
。「
＋
１
．０
」「
－

１
．
０
」
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
、

単
位
を
「
Ｅ
Ｖ
」
と
表
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
自
分
が
意
図
す
る
明

る
さ
で
撮
影
で
き
る
よ
う
に
、
丁

寧
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

ナビ
ゲーター

人気企画「ソコシリ」が
リニューアル

①ニコンD70、
②17-50mm f/2.8、
④F11、④1/125秒、
⑤±０、⑥ISO200

カメラの決めた適
正 露 出 で 撮 影。 こ
こから明るさを変
え て い っ て、 桜 の
花の色が自分の思
う色になるよう設
定をします。
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川合麻紀（かわい・まき）
彩り写真家。様々な被写体を独特の色彩
感覚で切り撮る。テーマは「かわいい」
花風景やスナップ、ペット、子供、テー
ブルフォトなど。Atelier Kawaiiphoto主
宰、公益社団法人日本写真家協会会員。
個展開催多数。近著は『デジタル写真撮
影の教科書―自分色を写真にのせる3ス
テップ』（技術評論社）他。
http://kawaiphoto.cocolog-nifty.com/
blog/

＜撮影データ表記＞①カメラ、②レンズ、③絞り、④シャッタースピード、⑤ISO感度、⑥焦点距離

く
な
り
、
行
動
範
囲
が
広
が
り
ま

す
。

「
三
脚
は
、
夜
景
や
星
な
ど
の
特

別
な
目
的
が
な
い
か
ぎ
り
は
、
ホ

テ
ル
の
部
屋
に
置
い
た
ま
ま
で
す
。

Ｂ
０
１
６
に
は
、
手
ブ
レ
補
正
機

構
V
Ｃ
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

最
近
の
カ
メ
ラ
は
高
感
度
で
も
画

質
が
良
く
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
６
０
０
や

Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
２
０
０
も
使
え
ま
す
。

三
脚
が
な
い
と
撮
れ
な
い
写
真
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
ね
」

「
高
倍
率
ズ
ー
ム
の
い
い
と
こ
ろ

は
、
最
短
撮
影
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
ズ
ー
ム
全
域
で
被
写
体
に
近
づ

け
る
こ
と
。
Ｂ
０
１
６
は
、
０
．

３
９
m
で
３
０
０
㎜
の
接
写
が
楽

し
め
ま
す
」

仕
事
を
離
れ
た
旅
で
、
川
合
さ

ん
に
写
真
を
撮
る
楽
し
み
を
再
確

認
さ
せ
て
く
れ
た
高
倍
率
ズ
ー
ム

レ
ン
ズ
。
皆
さ
ん
も
レ
ン
ズ
を
お

供
に
旅
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

「B016には手ブレ補正機構が搭載されて
いますが、シャッタースピードが低速に
なれば、手ブレが起きやすくなります。
手ブレを防ぐには、シャッタースピード
を意識することが肝心。プログラムAE
や絞り優先AEの場合も、表示されるシ
ャッタースピードに注意を払いましょう。
また、どんな状況下でも、カメラをしっ
かりと構えることを忘れずに」

プロの金言

シャッター
スピードを
意識して撮影する

①キヤノン EOS Kiss X7、②タムロン 16-300mm F/3.5-6.3 Di II VC PZD B016、③F11、④1/250秒、⑤ISO400、⑥16mm

川合麻紀さん愛用の
タムロン　B016
PCC会員限定 １名様にプレゼント！

右記QRコードを読み取
りアンケートに答えてご
応募ください。QRコー
ドが読み取れない場合は、

「npopcc」で 検 索 し て
PCCホームページから
ご応募ください タムロン　B016

※ウェブのみの応
募となりますので、
あらかじめご了承
ください

応募締切：2015年4月11日（土）

B016をもっと知りたくなったら

こういう写真撮りにいきませんか？
広範囲なのはこのレンズ

16-300mm F/3.5-6.3 Di II VC PZD Macro（Model B016）
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「
最
近
は
仕
事
を
離
れ
て
、
の
ん

び
り
と
旅
を
楽
し
み
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
て
き
た
ん
で
す
」

そ
う
語
る
川
合
麻
紀
さ
ん
の
モ

ッ
ト
ー
は
、
機
材
を
で
き
る
だ
け

コ
ン
パ
ク
ト
に
す
る
こ
と
。
仕
事

で
は
万
全
の
態
勢
で
の
ぞ
み
ま
す

が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
旅
で
は
身

軽
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る

そ
う
で
す
。

そ
の
と
き
に
便
利
な
の
が
、
高

倍
率
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
と
小
型
軽
量

一
眼
レ
フ
の
組
み
合
わ
せ
。

「
広
い
景
色
も
寄
っ
た
写
真
も
撮

り
た
い
の
で
、
広
角
か
ら
超
望
遠

ま
で
を
1
本
で
カ
バ
ー
す
る
タ
ム

ロ
ン
の
16
‐
３
０
０
㎜
は
最
適
で

す
。
３
０
０
㎜
ま
で
カ
バ
ー
で
き

る
安
心
感
が
あ
り
ま
す
ね
」

川
合
さ
ん
は
カ
メ
ラ
を
い
つ
も

肩
に
下
げ
て
い
る
の
で
、
バ
ッ
グ

の
中
は
サ
ブ
カ
メ
ラ
と
、
バ
ッ
テ

リ
ー
パ
ッ
ク
の
み
。
レ
ン
ズ
が
1

本
に
な
れ
ば
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽

レンズ、コンテスト、イベント……。便利な情報が盛りだくさんです。→P.42

旅
写
真
を
撮
る
と
き
は
、機
材
が
少
な
く
な
れ
ば
足
取
り
が
軽

く
な
り
、行
動
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。川
合
麻
紀
さ
ん
愛
用
の

タ
ム
ロ
ン「
16
‐
３
０
０
㎜
　
Ｆ
／
３
．５
‐
６
．３
　
Ｄ
ｉ
Ⅱ

Ｖ
Ｃ
Ｐ
Ｚ
Ｄ
　
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
　
M
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ
　
Ｂ
０
１
６
」は

レ
ン
ズ
数
本
分
の
働
き
が
で
き
、旅
の
お
供
に
最
適
で
す
。

最新の工学設計やコーティング技術によ
ってシャープな画質が得られる、タムロ
ンの高倍率ズームレンズB016。「夕景撮
影などで、画面に太陽が入るような条件
でも、フレアやゴーストが現れることは
少ない」そうです。

旅のお供はこの1本でもOK

旅行を楽しむときは、機材をなるべく少
なくしたいという川合さん。クッション
性のあるインナーソフトボックスを利用
すれば、普段使いのバッグもカメラバッ
グに早変わり。サイズ違いのものをいく
つか揃えています。

普段使いのバッグが
カメラバッグに変身

旅
人
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
す
る

タ
ム
ロ
ン
の
高
倍
率
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ

思
い
出
を
つ
く
る
道
具
た
ち

　
　
　彩
り
写
真
家
・
川
合
麻
紀
さ
ん
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愛用の撮影機材
・キヤノン EOS Kiss X7（16-300㎜ F/3.5-6.3 Di Ⅱ VC PZD MACRO Model B016）
・キヤノン EOS M2（EF-M18-55mm F3.5-5.6 IS STM、EF-M22mm F2 STM）
・バッテリーパックLP-E12　×2個
・スピードライト90EX

コンパクトにまとめる
川合麻紀さんの必携アイテム

広
角
域
か
ら
超
望
遠
域
を

カ
バ
ー
で
き
る
安
心
感

レ
ン
ズ
が
1
本
に
な
れ
ば
、

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
軽
々

仕事を離れた息抜きの旅では、スマホの
カメラも大活躍。昨年に出かけたギリシ
ャでは、レストランやカフェの食事など
を撮っていたそうです。ご本人いわく、

「ふつうのカメラで撮った写真よりも、
むしろよかったりして……（笑）」。

旅先ではスマホのカメラも大活躍





このページの写真は、Facebookの「PCC全国交流グ
ループ」に投稿された写真です。グループに参加する
には、グループペ
ージにアクセスして

「参加する」をクリ
ックするだけ。写真
を投稿すると、コ
ンテストに参加でき
ます。

このページの写真は
Facebookに投稿された作品です。

PCC全国交流グループ
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【撮影地】群馬県甘楽郡下仁田町
	 虻田福寿草の里
撮影：菊地英之さん

地元の人が丹精込めて育てた福
寿草が、斜面を黄色く染めてい
ました。紅梅も植えられており、
両方の満開を楽しめます。

毎年、多くの方が来る撮
影スポットです。クルー
ズトレインの「ななつ星」
が走るようになって、さ
らに人が増えました。天
瀬町には鉄道撮影に最高
の場所が沢山あります。

【撮影地】大分県日田市
	 豊後中川駅
撮影：湯浅哲也さん

【撮影地】岡山県和気郡和気町藤公園
撮影：小野淳一さん

のれんのように咲く藤を、女性
を背景にして撮影しました。花
の前ボケと女性の後ろボケで、
優しい雰囲気を表現できました。

【撮影地】佐賀県西松浦郡
撮影：田中ちづ子さん

国見山の国見湖畔公園で撮りま
した。他の桜がほとんど散った
後に、この一本だけ真っ白な花
をつけて、まるで雪の精のよう
に立っていました。

屋根より高い鯉のぼりと
いう歌がありますが、こ
れは屋根より低い鯉のぼ
りですね。毎年こどもの
日が近くなると、近所の
鯉のぼりを川で泳がせて
います。あまり見慣れな
い光景で、川がカラフル
に染まって壮観です。

【撮影地】山口県防府市
撮影：相川卓哉さん

三嶋大社境内には15種類約200本の桜があります。この写真は神池の枝垂れ桜ですが、
総門内には三島桜やソメイヨシノが咲いています。 池に絵を描いたのは鯉です。まる
で画家のようですね。

【撮影地】静岡県三島市三嶋大社
撮影：土屋美恵さん

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
終
了
間
近
ま
で
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
夕
暮
れ
の
時
間
帯

で
は
カ
メ
ラ
マ
ン
が
多
く
、
広
角
で
撮
影
す
る
の
が
難
し
い
状
況
で
し
た
が
、
終
了
間

際
に
は
余
裕
が
で
き
ま
し
た
。

facebookグループに入るには会員登録が必要です。→P.46 

｛ ＰＣＣ会員のとっておき ｝

14お役立ち情報満載のPCCメールマガジンを配信中。登録は→P.48 

【撮影地】 群馬県前橋市 赤城山
撮影：山本秀肇さん

レンゲツツジは群馬県の県の花。ツツジの名所が多くあり
ます。赤城山では新緑の白樺林を真っ赤なツツジが彩り、
一年の中で一番美しい姿を見せてくれます。

【撮影地】 山梨県南都留郡富士河口湖町
 富士本栖湖リゾート
撮影：村松 学さん

「富士芝桜まつり」 会場は、富士山を背景に満開の芝桜が
撮影できる場所です。この日は朝７時に到着、芝桜でアレ
ンジした富士山と並べて、「ダブル富士山」を撮影しました。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
終
了
間
近
ま
で
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
夕
暮
れ
の
時
間
帯

で
は
カ
メ
ラ
マ
ン
が
多
く
、
広
角
で
撮
影
す
る
の
が
難
し
い
状
況
で
し
た
が
、
終
了
間

際
に
は
余
裕
が
で
き
ま
し
た
。

【
撮
影
地
】
兵
庫
県
丹
波
市
市
島
町 

白
毫
寺

撮
影
：
野
津
正
和
さ
ん

第２回私のおすすめ撮影地
全国に約6万5千人の会員のＰＣＣ。

それぞれの会員がそれぞれのとっておきの撮影地を持っています。
会員のみなさまだからこそ撮れる春が集まりました。





イヤーアルバムをつくる3つのSTEP

イヤーアルバムはカメラのキタムラ店頭でもインターネットでもつくれます

―
―
ア
ル
バ
ム
自
体
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？

　ど
ん
な
点
に
こ
だ
わ
っ
てつ
く
ら

れ
ま
し
た
か
？

　子
ど
も
の
写
真
だ
け
で
は
な
く
、行
っ

た
場
所
の
風
景
の
写
真
も
入
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。家
族
で
旅
行
に
行
っ
た
と

き
や
、息
子
と
遊
ん
だ
と
き
の
写
真
を

入
れ
た
の
で
す
が
、間
に
花
な
ど
の
写
真

も
挟
ん
で
メ
リ
ハ
リ
を
出
し
て
い
ま
す
。

風
景
の
写
真
を
入
れ
れ
ば
、ど
こ
に
行
っ

た
か
が
わ
か
り
ま
す
か
ら
。そ
う
す
れ
ば
、

自
分
た
ち
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
他
の
人
が

見
た
と
き
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
思
っ

て
。子
ど
も
の
写
真
も
、ア
ッ
プ
の
写
真

だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、全
身
が
写
る

写
真
、横
顔
、後
ろ
姿
な
ど
…
…
。い
ろ

い
ろ
ま
ぜ
て
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　ア
ル
バム
に
入
っ
て
い
る
の
は
、1
年
半

く
ら
い
前
か
ら
最
近
ま
で
の
写
真
で
す
。

ア
プ
リ
が
自
動
で
日
付
順
に
並
べ
て
く

れ
る
の
も
便
利
で
す
よ
ね
。私
の
場
合
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
写
真
も
ス
マ

ホ
に
移
し
替
え
て
今
回
の
ア
ル
バム
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。日
付
の
選
択
が
で
き
る

の
で
、そ
れ
も
便
利
で
す
よ
。

―
―
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
が
あ
る
ん
で
す

ね
。
ア
ル
バム
の
デ
ザ
イ
ン
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？

　バ
リ
エ
ー
シ
ョン
が
豊
富
に
あ
っ
て
嬉
し

い
で
す
ね
。
レ
イ
ア
ウ
ト
の
種
類
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、写
真
に
よ
っ
て
背
景
の

色
や
写
真
の
形
を
変
え
ら
れ
ま
す
。一
度

変
え
る
と
プ
レ
ビ
ュ
ー
が
出
る
の
で
、気

に
入
ら
な
か
っ
た
ら
ま
た
次
と
、い
ろ
い

ろ
な
パ
タ
ー
ン
を
試
せ
ま
す
。そ
れ
と
、ス

アルバムにしたい期間を決める

次に、写真の撮影期間を決めます。アルバムにしたい
写真が撮影された期間を選んでください。

最後にアルバムのサイズを決定。あとはアプリが自動
でレイアウトしてくれます。こだわる人はさらに自分
で編集してみましょう。

大きさとページ数を決めるアプリをダウンロードする

まずはアプリをダウンロードして立ち上げましょう。
立ち上げたら「アルバムの新規作成」をタップします。

1
STEP

2
STEP

「どこに行ったかがわかる写真」を入れるのがこだわり。大河原
さん以外の人が見ても楽しめるアルバムになっています。

満面の笑顔を撮影しても、アルバムにまとめられないのでは？
「イヤーアルバム」なら簡単にフォトブックをつくれます。

タ
ン
プ
が
と
っ
て
も
可
愛
く
て（
笑
）。
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
吹
き
出
し
、動
物
や
足

跡
な
ど
、こ
れ
も
た
く
さ
ん
種
類
が
あ
っ

て
、つ
く
っ
て
て
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。そ

の
時
ど
こ
に
行
っ
た
か
、そ
の
場
面
で
何

を
思
っ
て
い
た
の
か
、ど
ん
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
た
の
か
ま
で
残
せ
る
の
で
、も
っ

と
鮮
明
に
思
い
出
せ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

自
分
の
好
き
な
雰
囲
気
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
き
る
の
で
、お
気
に
入
り
の
ア
ル
バム

が
完
成
し
ま
し
た
。振
り
返
っ
て
眺
め
る

と
き
も
楽
し
い
で
す
ね
。

　私
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、撮
っ
た
ら
撮
り

っ
ぱ
な
し
と
い
う
人
は
、き
っ
と
た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
。「
イ
ヤ
ー
ア
ル
バム
」

は
ち
ょ
っ
と
の
時
間
で
簡
単
に
ア
ル
バム

を
つ
く
れ
る
の
で
、お
す
す
め
で
す
よ
。アルバムの中の文字にも自分らしさを演出しました。

写真のバリエーションも豊富です。

カメラのキタムラでは、
Tポイントを貯められ
て使えます

3
STEP
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http://www.kitamura.jp

イヤーアルバム

―
―
イ
ヤ
ー
ア
ル
バム
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

を
使
っ
て
み
て
、率
直
な
感
想
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

　と
っ
て
も
便
利
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

空
い
た
時
間
や
細
切
れ
時
間
に
も
作
業

で
き
る
の
で
、ま
と
ま
っ
た
時
間
が
な
く

て
も
少
し
ず
つ
ア
ル
バム
を
つ
く
れ
る
ん

で
す
。小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
ママ
や
、仕

事
が
忙
し
い
パ
パ
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い

ま
す
よ
。そ
れ
と
、場
所
を
選
ば
ず
に
つ

く
れ
る
の
も
嬉
し
い
で
す
ね
。移
動
の
電

車
の
中
、子
ど
も
が
寝
て
い
る
間
な
ど
、

ど
こ
で
も
操
作
が
で
き
ま
す
。

　私
は
店
頭
で
も
イ
ヤ
ー
ア
ル
バム
を
つ

く
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。で
も
、小
さ

い
子
ど
も
が
い
る
と
、や
っ
ぱ
り
長
い
時

間
作
業
す
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
。そ
れ

に
お
店
の
機
械
を
ず
っ
と
操
作
し
て
い
る

の
も
、周
り
の
眼
を
気
に
し
て
し
ま
い
ま

す
か
ら
。家
に
い
な
が
ら
ち
ょっ
と
の
ス
キ

マ
時
間
に
作
業
で
き
る
ス
マ
ホ
版
は
、私

に
と
っ
て
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。全
部
ア
プ

撮ったままスマホのデー
タに放置されている写真
も、あっという間にアル
バムにしてくれます。

思
い
出
を

残
す

新
方
法

思い出シリーズ1

「
イ
ヤ
ー
ア
ル
バ
ム
」
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
使
っ
た
大
河
原
さ
ん

「
ま
と
ま
っ
た
時
間
が
な
く
て
も

少
し
ず
つ
つ
く
れ
る
ん
で
す
」

家
事
に
子
育
て
に
お
仕
事
に
と
、多
忙
な
日
々
に

追
わ
れ
る
P
C
C
会
員
・
大
河
原
さ
ん
。旅
行
や

イ
ベ
ン
ト
で
子
ど
も
を
撮
影
し
て
も
、ア
ル
バ
ム
に

ま
と
め
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
使
っ
た

の
が「
イ
ヤ
ー
ア
ル
バ
ム
」の
ス
マ
ホ
版
。忙
し
い
毎

日
を
送
る
彼
女
に
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。

ちょっとしたスキマ時間に写真整理。
忙しい人にぴったり

リ
に
お
ま
か
せ
で
つ
く
れ
ば
、15
分
く
ら

い
で
で
き
ち
ゃ
う
と
思
い
ま
す
よ
。

―
―
使
い
慣
れ
て
い
る
ス
マ
ホ
で
ア
ル
バム

を
つ
く
れ
る
の
も
便
利
そ
う
で
す
ね
。

　そ
う
で
す
ね
。編
集
は
本
当
に
楽
で
し

た
。いつ
も
使
っ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
し
、ア
プ
リ
の
操
作
自
体

も
直
感
的
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

写
真
の
拡
大
、縮
小
、移
動
、選
択
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
が
、初
め
て
の
操
作
で
も

な
ん
な
く
で
き
ま
し
た
。写
真
の
入
れ
替

え
も
簡
単
で
す
。

―
―
店
頭
の
イ
ヤ
ー
ア
ル
バム
と
比
べ
て

い
か
が
で
し
た
か
？

　私
に
は
ス
マ
ホ
の
方
が
合
っ
て
い
る
と

思
い
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
は
操
作
し
て
か
ら

の
反
応
が
全
体
的
に
早
い
の
で
、ス
ト
レ

ス
な
く
作
業
で
き
ま
す
。ま
た
、操
作
す

る
と
自
動
で
保
存
さ
れ
る
の
も
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
ね
。途
中
で
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
電
話
が
き
て
も
、編
集
中
の
デ
ー
タ
が

消
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

大河原さん
PCC会員の一人。仕事をしながら
一児の息子を育てる働くママ。旅先
や息子の普段の様子などを撮影して
いる。

「思い出づくり研究所」が思い出を振り返る効果を考察しています。→P.22 18
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お客さま なんでも相談室
TEL.050-3116-8888
受付時間10：00 ～ 20：00 年中無休
専門のスタッフがお電話で全力サポート！

衣装は何回着替えても無料。制服をご持参いただいても撮影できます。

http://www.studio-mario.jp

スタジオマリオ

思い出をまとめるには「イヤーアルバム」がおすすめです→P.18

子
ど
も
の
笑
顔
を
引
き
出
す

ち
ょ
っ
と
し
た
マ
ジ
ッ
ク

―
―
普
段
の
遊
ん
で
い
る
場
面
で
は
自

然
な
笑
顔
が
撮
れ
ま
す
が
、
お
澄
ま
し

し
て「
撮
影
！
」
と
い
う
場
面
で
は
、

子
ど
も
は
な
か
な
か
笑
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
。
ス
タ
ジ
オ
マ
リ
オ
で
は
ど
の
よ
う

に
こ
ど
も
の
笑
顔
の
引
き
出
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　「
怖
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
わ

か
ら
せ
て
あ
げ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

病
院
と
勘
違
い
し
て
泣
き
出
す
子
も
い

る
の
で
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
お
話
を
し

た
り
し
て
、
雰
囲
気
を
和
ら
げ
る
よ
う

入
園
・
入
学
な
ど
、
子
ど
も
の
節
目
の
写
真
は
し
っ
か
り
残
し
て
お
き
た
い
も
の
。
そ
の
写
真
、
プ
ロ
に
任
せ

て
み
ま
せ
ん
か
？

　ス
タ
ジ
オ
マ
リ
オ
で
は
、
お
子
さ
ま
の
七
五
三
や
入
園
・
入
学
な
ど
、
記
念
写
真
を
撮
影

し
た
い
方
を
募
集
中
。
今
回
は
店
舗
に
お
邪
魔
し
て
、
ス
タ
ジ
オ
な
ら
で
は
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
聞
き
ま
し
た
。

自宅で一味違う写真を撮りたいと思ったら、カメラ
を子どもの目線に合わせて低く構えください。たと
えば、子どもが寝転がっていたら、一緒に寝転がり

ながら撮りま
す。そうするこ
とで、いつも
と少し違う、よ
り動きのある
写 真 が 出 来
上がります。

おうちでできるテクニック 卒
業
・
入
学
の
写
真
が
多
く
な
り
ま
す

か
？　そ

う
で
す
ね
。
実
は
、
入
学
の
写
真

撮
影
は
多
い
の
で
す
が
、
卒
園
は
意
外

と
少
な
い
ん
で
す
。
忘
れ
て
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
ね
。
入
学
写
真

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
き
は
、

「
一
緒
に
卒
園
も
ど
う
で
す
か
？
」
と

提
案
し
て
い
ま
す
。
卒
園
の
写
真
に
な

る
と
、
衣
装
や
道
具
は
確
実
に
持
ち
込

み
に
な
り
ま
す
。
お
子
さ
ま
が
今
ま
で

使
っ
て
き
た
制
服
や
カ
バ
ン
で
撮
影
す

る
の
で
、
よ
り
思
い
出
に
残
る
写
真
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

スタジオ撮影だからこそ
いつまでも思い出に残る
写真が出来上がる

藤田陽子さん
答えて
くれた人

に
し
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
た
ら
着
替
え
や
撮
影
を
始
め
ま

す
。

―
―
特
別
な
空
間
だ
と
感
じ
さ
せ
な
い

こ
と
が
重
要
な
ん
で
す
ね
。
ス
タ
ジ
オ

な
ら
で
は
の
撮
影
技
術
も
多
い
の
で

は
？　そ

う
で
す
ね
。
一
般
の
ご
家
庭
で
は

で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
背
景
を
お
城
や
森
、
レ
ン
ガ

造
り
の
壁
や
花
柄
に
し
て
、
制
服
や
ド

レ
ス
に
合
わ
せ
て
空
間
を
作
り
上
げ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　衣
装
も
そ
の
一
つ
で
す
。
約
4
０
０

点
用
意
し
て
い
て
、
何
回
着
替
え
て
も

無
料
で
す
。
最
新
の
ブ
ラ
ン
ド
物
の
衣

装
も
毎
年
仕
入
れ
て
い
ま
す
し
、
芸
能

人
の
方
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。
選
ぶ
基
準
は
お
子
さ
ま
の

ご
機
嫌
に
合
わ
せ
て（
笑
）。

　小
物
も
た
く
さ
ん
揃
え
て
い
ま
す
。

扇
子
を
用
意
し
た
り
、
テ
ィ
ア
ラ
を
着

け
た
り
。
男
の
子
は
剣
を
一
本
持
つ
と

そ
の
気
に
な
り
ま
す
。「
カ
ッ
コ
い
い

ね
！
」
っ
て（
笑
）。

―
―
こ
れ
か
ら
の
季
節
だ
と
、
や
は
り

ららぽーと豊洲店にお邪魔しました。

20

パ
ソ
コ
ン
や
Ｃ
Ｄ
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
な
ど
、
複
数
の
メ

デ
ィ
ア
に
保
存
し
て
あ
る
デ
ー
タ
を

お
店
で
簡
単
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
カ
メ
ラ
の
キ
タ
ム
ラ
「
デ
ー

タ
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
」。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
１
枚

に
保
存
で
き
る
容
量
は
、
約
４
Ｇ
Ｂ

と
た
っ
ぷ
り
で
す
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｄ
の

６
倍
の
容
量
で
す
。
Ｃ
Ｄ
で
は
撮
影

デ
ー
タ
を
複
数
に
分
け
て
保
存
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
な
ら
大
容
量
の
デ
ー
タ
で
も
、

ま
と
め
て
１
枚
の
デ
ィ
ス
ク
に
保
存

で
き
る
ん
で
す
。

複
数
の
Ｃ
Ｄ
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ま
と
め

な
お
せ
ば
、
手
元
の
デ
ィ
ス
ク
の
枚

数
を
減
ら
せ
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
中
身

も
ス
ッ
キ
リ
。
収
納
や
整
理
に
便
利

な
デ
ィ
ス
ク
ケ
ー
ス
も
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
大
容
量
の
デ
ー
タ
を
Ｄ
Ｖ

Ｄ
に
ま
と
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

http://www.kitamura.jp

「100日祝い」森田水穂さん

カメラのキタムラ

写
真
や
動
画
が
ど
ん
ど
ん
高
画
質

に
な
り
、
デ
ー
タ
も
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
く
…
…
。
そ
れ
ら
の
デ

ー
タ
保
管
に
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　容
量
が
１
枚
３
Ｍ
Ｂ
を
超
え
る
の

が
当
た
り
前
に
な
っ
た
最
近
の
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
の
写
真
。
一
度
に
た
く

さ
ん
撮
影
を
す
る
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
写
真
は
、
Ｃ
Ｄ
１
枚
で
は
容

量
が
足
り
ず
、
保
存
と
管
理
が
難
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
い
つ
い
お

子
さ
ん
の
写
真
を
撮
り
す
ぎ
た
り
す

る
と
、
複
数
の
Ｃ
Ｄ
に
保
存
し
た
り
、

他
の
メ
デ
ィ
ア
に
分
け
て
保
存
し
た

り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
複
数
の

メ
デ
ィ
ア
に
保
存
す
る
と
、
数
が
増

え
て
収
納
や
整
理
が
大
変
で
す
。
そ

れ
に
、
動
画
を
撮
る
人
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
動
画
デ
ー
タ
は
、

ス
マ
ホ
や
デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
て
も
大

き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

１
回
の
撮
影
デ
ー
タ
が

Ｃ
Ｄ
に
入
り
き
ら
な
い

保存先の心配無用！

撮りたいものは
撮りたい分だけ

カメラのキタムラでは、Tポイントを貯められて使えます

今
ド
キ
の

思
い
出
の

残
し
方

思い出シリーズ２

デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

大
き
な
画
像
や
動
画
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
保
管

ど
ん
ど
ん
機
能
が
改
善
さ
れ
て
便
利

に
な
っ
て
い
く
カ
メ
ラ
。そ
の
一
方
で
、

デ
ー
タ
容
量
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
…
…
。そ
ん
な
悩
み
を
、カ
メ

ラ
の
キ
タ
ム
ラ
が
ズ
バ
ッ
と
解
決
。

バラバラにまとめられたデータも、
1枚のディスクにまとめられます

そ
こ
で
デ
ー
タ
を

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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教科書は自分の失敗した写真
全国６万５千人の会員、６万５千通りの写真の撮り方、写真への想いがある。

写真で人生を輝かせている人をピックアップする、「PCCのいぶし銀」。
今回はフォトインストラクター・川瀬陽一さんにお話をうかがい、

写真を撮り始めたきっかけや、撮影術を語ってもらった。

フォトカルチャー倶楽部（PCC）のいぶし銀

川瀬先生と撮影しながら
学べる講座は→P.34

撮影よりも準備に時間がかかった1枚
①ミノルタα8700i、②35-105mm、③F4.5、④1/125秒、⑤ISO50、⑥+0.5、⑦京都フラワーセンター

三
年
前
の
ま
だ
春
浅
い
あ
る

日
、
川
瀬
陽
一
さ
ん
は
自

宅
か
ら
約
20
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る

京
都
府
精
華
町
の
京
都
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
（
京
都
府
農
業
資
源
研

究
セ
ン
タ
ー
）に
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
出
か
け
た
。
こ
こ
は
季
節
ご
と

の
草
木
や
花
を
楽
し
め
る
場
所
と

し
て
知
ら
れ
、
川
瀬
さ
ん
に
と
っ

て
も
お
気
に
入
り
の
撮
影
場
所
の

ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

写真を楽しむ。その思いから独学で勉強してきた
①ミノルタα8700i、②100mmマクロ、③F2.8、
④1/350秒、⑤ISO100、⑥±0、⑦京都府立植物園

そ
の
日
も
空
の
青
さ
や
雲
の
流

れ
、
木
々
の
若
い
芽
、
柔
ら
か
な

彩
色
で
咲
く
花
な
ど
、
川
瀬
さ
ん

は
春
の
息
吹
を
全
身
に
感
じ
な
が

ら
、
い
つ
も
の
よ
う
に
園
内
を
回

り
、
思
う
ま
ま
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
し
て
い
た
。

や
が
て
こ
の
場
所
に
来
た
と

き
、
白
、
ピ
ン
ク
、
黄
色
の
花
を

つ
け
た
木
立
が
目
に
飛
び
込
ん
で

き
た
。
瞬
時
に
、
左
右
に
あ
る
枯

れ
木
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
な
が

ら
構
図
を
決
め
、
三
脚
を
セ
ッ
ト

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
足
元
が
前
日
の
雨

に
よ
っ
て
ぬ
か
る
ん
で
脚
が
安
定

し
な
い
。
な
ん
と
か
し
な
く
て

は
。
焦
る
気
持
ち
を
抑
え
な
が

ら
、
川
瀬
さ
ん
は
30
分
ほ
ど
周
辺

を
歩
き
回
り
、
よ
う
や
く
手
頃
な

板
切
れ
を
一
枚
探
し
出
し
て
き

て
、
撮
影
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

「
こ
こ
だ
。
奥
の
木
立
を
撮
る
に

は
、
こ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
し
か
な

い
。
見
た
瞬
間
そ
う
思
い
ま
し

た
。
撮
影
し
よ
う
と
決
め
た
時
間

に
く
ら
べ
、
板
切
れ
を
探
し
出
す

ま
で
の
時
間
は
長
か
っ
た
で
す
ね

（
笑
）。
そ
れ
以
来
、
ど
こ
で
も
三

脚
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
バ
ッ
グ
に
は
か
ま
ぼ
こ

板
を
用
意
し
て
い
ま
す
」

写
真
を
本
格
的
に
撮
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
25
年
ほ
ど
前
に
ヘ

ル
ニ
ア
で
入
院
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
こ
れ

ま
で
に
撮
り
た
め
て
い
た
家
族
写

真
を
見
返
す
機
会
が
あ
り
「
写
真

を
楽
し
む
の
も
い
い
か
も
し
れ
な

い
」
と
思
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
カ
メ
ラ
雑
誌
や
専

門
書
、
写
真
集
を
読
み
漁
り
、
写

真
展
に
も
積
極
的
に
出
か
け
る
な

ど
、
独
自
で
勉
強
し
た
。
そ
の
成

果
は
徐
々
に
あ
ら
わ
れ
、
新
聞
社

の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
は
じ
め
、

各
種
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
何
度

も
入
選
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

「
私
の
教
科
書
は
、
自
分
で
撮
影

し
た
古
い
写
真
や
失
敗
し
た
写
真

で
す
。
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
に
な
っ

た
今
は
、
撮
影
し
て
も
気
に
入
ら

な
い
も
の
は
す
ぐ
消
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
を
消

去
せ
ず
に
見
返
す
こ
と
で
、
あ
ら

た
め
て
ど
こ
が
悪
か
っ
た
の
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
」

そ
の
声
か
ら
は
、
写
真
と
真
摯

に
向
き
合
い
な
が
ら
、
日
々
撮
影

を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ

て
き
た
。
川
瀬
さ
ん
の
撮
る
一
期

一
会
は
、
観
る
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
る
。

今月の
いぶし銀

「写真には終わりがありません。
同じ被写体でも撮りきれることは
決してないと思います」

川瀬陽一さん

＜撮影データ＞　①カメラ、②レンズ、③絞り、④シャッタースピード、⑤ISO感度、⑥露出補正、⑦撮影地29 28

お
で
か
け 

 

ギ
ャ
ラ
リ
ー

み
ん
な
が
楽
し
め
る

写
真
を
撮
る

被
写
体
は
四
季
折
々
で
巡
り
会
う

子どもの活動記録を残すために、高校球児を
撮り始めました。子どもが喜んでくれる写真、
みんなが楽しめる写真がモットーです。PCC
の参事で、散策写真家＆フォトクリエイターと
して活動しています。

2015年3月19日（木）～ 3月25日（水）

坂井田富三写真展
「高校野球」

春
に
な
り
少
し
ず
つ
暖
か
く
な
っ
て
、出
か
け
や
す
く

な
り
ま
し
た
ね
。
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
キ
タ
ム
ラ

東
京・
新
宿
で
、春
に
開
催
予
定
の
3
つ
の
写
真
展
で
す
。

東京都新宿区新宿1-2-6 
御苑花忠ビル１F
☎03-3341-7577 
http://kitamura.jp/photogallery/
10:00-18:00（土曜日11:00-17:00）
※写真展最終日は15:00まで 
定休日／日・祝祭日

フォトギャラリーキタムラ
東京・新宿

新宿通り

●
１
出
口

●花屋

新宿御苑

●2出口至新宿
丸ノ内線

至四ッ谷

●ローソン

★

新宿御苑前駅

フォトギャラリーキタムラ東京・新
宿では、ギャラリーをご利用のグル
ープに、展示した写真や記念写真を
まとめたフォトブックを一冊プレゼ
ントしています。

フォトブックサービス中

主催者の山口高志さん

「なかま展」あらため「四季展」が写真を募集しています→P.27

研究室で生きてきた一解剖学者が、定年後、
自然とともに生きる命を求めて異境の地を探訪
し始めて10年。目撃してきたものを写真に収
め、みなさまのご批評をいただくことにしまし
た。自然を見つめる眼をより磨いていければと
思います。

2015年4月16日（木）～ 4月22日（水）

山科正平写真展
「自然とともに生きる命」

エーデルワイス・クラブは、故・坂倉登喜子
さんの呼びかけにより、エーデルワイスをシン
ボルに、山と花が好きな女性が集まった登山ク
ラブです。今年創立60周年を記念して、第10
回写真展を開催することになりました。

2015年5月21日（木）～ 5月27日（水）

第10回 エーデルワイス写真展
「四季おりおり」

2015年
○3/12～3/18 　第2弾 増田勝正写真展
○3/19～3/25　 坂井田富三写真展「高校野球」
○3/26～4/1　  大判クラブ7人展
○4/2～4/8　    第7回 NK-5写真同好会写真展
○4/9～4/15　  第4回 新高根写真クラブ写真展
○4/16/～4/22　山科正平写真展「自然とともに生きる命」

フォトギャラリーキタムラ 東京・新宿の 今後の予定

○4/23～5/2　 365日フォトコンテスト春・夏 写真展
○5/7～5/13　 第9回 KAMARADE写真展
○5/14～5/20　第20回 幸友フォトクラブ写真展
○5/21～5/27　第10回 エーデルワイス写真展「四季おりおり」
○5/28～6/3　 第6回 EP会写真展
○6/4～6/10　 増田勝正写真教室 グループ展

山
口
高
志
写
真
展

「
行
き
つ
戻
り
つ
巡
る

日
本
の（
季
節
）12
季
」

　　1
月
29
日
か
ら
2
月
10
日
ま
で
、山
口
高

志
さ
ん
の
写
真
展「
行
き
つ
戻
り
つ
巡
る
日

本
の（
季
節
）12
季
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
本
の
風
景
は
80
年
代
か
ら
劇
的
に
変
わ

り
、今
で
は
見
ら
れ
な
い
風
景
も
増
え
て
い

ま
す
。40
年
に
わ
た
り
撮
影
し
て
き
た
日
本

の
美
し
い
風
景
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
い
う

思
い
で
、春
夏
秋
冬
を
12
季
に
分
け
て
展
示

し
ま
し
た
」

　故
・
入
江
泰
吉
氏
に
4
年
間
師
事
し
、目

に
映
ら
な
い
も
の
を
写
し
撮
る
大
切
さ
を
痛

感
さ
れ
た
と
い
う
山
口
さ
ん
。

「
雲
の
形
一
つ
に
も
意
味
が
あ
り
ま
す
。新

緑
の
芳
し
い
香
り
や
芒
を
揺
ら
す
風
な
ど
、

そ
の
場
所
の
空
気
感
を
と
ら
え
た
い
と
、い

つ
も
思
っ
て
い
ま
す
」

　そ
の
言
葉
ど
お
り
、ど
の
作
品
の
前
に
立

っ
て
も
、思
わ
ず
深
呼
吸
を
し
た
く
な
る
よ

う
な
気
持
ち
に
な
る
展
示
会
で
し
た
。

Thanks for Coming 空気感をとらえる
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秋山庄太郎「花」写真コンテスト2014

舘 弘美さん（東京都）

「さわやかな目覚め」

佐藤信弘さん（福岡県）

「華麗」

浅田千代子さん（高知県）

「早春の足音」
大川裕二さん（東京都）

「晩夏の輝き」

清家道子さん（福岡県）

「百日紅の朝」
古谷 徹さん（長野県）

「旅の癒し」

主役を引き出すコントラスト特選

グランプリ・特選 
賞品協賛

※順不同

金子洋祐さん（群馬県）

「鶏顔のポピー」
菅波 繁さん（富山県）

「花束」

植木 勤さん（長野県）

「花だより」
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秋山庄太郎「花」写真コンテスト2014

独自の視点が
作品をつくる

総評：いろいろな花を見つけ、大切に撮る

芸術性とストーリー性を感じさせる１枚

光と影で立体的に見せる

グランプリはフレーミングが丁寧で、縦位置
にしてみるとまた違って見えます。光と影を
上手く使い込んで立体的に見せ、アーティス
ティックな感じがとても良い。この花の重な
りが人物っぽく、そこからドラマを感じました。

丹地敏明氏
写真家

写真から伝わるものがある

賞に選ばれている作品は、写真から伝わる
ものが残っています。グランプリは、質感
と形で他と違う作品に仕上げようという作
者の意図があり、それがやりすぎていませ
ん。加減が上手で、対象との関わり方が異
質な印象を受けました。

鈴木理策氏
写真家

芸術性が高い作品

グランプリは芸術性が高い作品です。誰で
も撮れるものではなく、個性的な作品だと
思います。花は温室でも撮影できますし、
お花屋さんで買ってアレンジして撮ること
もできます。そういったことを探し出すの
も、花を撮る楽しみの一つですね。

上野正人氏
秋山庄太郎写真芸術館館長

写真芸術の振興と福祉支援

「全国公募。プロ・アマ不問。名前だけの協賛・後援は
不要。副賞に現金なし。審査は自分だけで公平に行
う」。秋山庄太郎氏がそう提案して2002年秋にスタート
した『秋山庄太郎「花」写真コンテスト』。花の撮影を
ライフワークとし、「花行脚」をしながら写真愛好家た
ちと交流を重ね、「アマチュア、畏（おそ）るべし」と
の名言を残した。秋山庄太郎氏の没後、2009年からは
秋山庄太郎写真芸術館とカメラのキタムラの全面協力を
得てフォトカルチャー倶楽部が後援。今回で12回目を迎
えるこのコンテストは、「写真芸術の振興」と「福祉支援」
という秋山庄太郎氏の志が今も受け継がれている。

秋山庄太郎
1920年、東京生まれ。紫綬
褒章、勳四等旭日小綬章受
章。2003年に写真賞選考会
場で倒れ、急逝。享年82。

中山智子さん（神奈川県）

「連
れんみゃく

脈」

グランプリ

今回も『秋山庄太郎「花」写真コンテスト2014』には
約3000点もの応募作品が寄せられ、

グランプリには、独自性が光る芸術的な１枚が選ばれました。
入選作品は病院や学校、福祉施設などに寄贈され、

見る人の心を和ませています。

本コンテストの受賞作品（グランプリ・特選・準特選）は、秋山庄太郎写真芸術館（東京）で３月８日（日）〜４月５日（日）まで展示されます
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ドラマを感じるフレーミング準特選

「
舞
い
、
再
び
」

深
須
絵
理
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

「
仲
間
入
り
」

古
木
三
郎
さ
ん
（
新
潟
県
）

「
日
暮
れ
」

市
川
龍
子
さ
ん
（
東
京
都
）

「
窓
辺
の
春
」

佐
久
間
俊
雄
さ
ん
（
埼
玉
県
）

秋山庄太郎「花」写真コンテスト2014

秋山庄太郎「花」写真コンテスト協賛：株式会社秋山写真工房、秋山庄太郎記念芸術文化振興協
会、秋山庄太郎写真芸術館、秋山庄太郎写真芸術協会、NPO法人 フォトカルチャー倶楽部、有
限会社イマジン・アートプランニング、オリンパスイメージング株式会社、カシオ計算機株式会
社、カメラのキタムラ、キヤノンマーケティングジャパン株式会社、株式会社ケンコー・トキナ
ー、株式会社新東通信、株式会社スリーノーマン､ ソニーマーケティング株式会社、株式会社ニ
コンイメージングジャパン、パナソニック株式会社、富士フイルムイメージングシステムズ株式
会社、マルコメ株式会社、リコーイメージング株式会社（敬称略）

佐野ミヨ（北海道）

吉田ゆみ子（岩手県）

津田攻治郎（宮城県）

井上利明（福島県）

長野間宏（茨城県）

佐藤重昭（栃木県）

原由美子（群馬県）

植田良一（埼玉県）

中條陽葵（埼玉県）

植松 護（千葉県）

小杉健次郎（千葉県）

北川浩司（千葉県）

松山永德（東京都）

垂 秀夫（東京都）

畑元詔一（東京都）

※敬称は略させていただきました。

「落葉とのコラボレーション」
藤原正人さん（長野県）

「青に浮かぶ」
西山 恵さん（香川県）

「赤と黒」
菅 玲子さん（愛媛県）

「息吹」
大石ちひろさん（静岡県）

「屏風絵（山法師）」
西田佳記さん（長崎県）

「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」

幕
田
範
之
さ
ん
（
千
葉
県
）

「
桜
色
」

今
関
弘
明
さ
ん
（
東
京
都
）

「
花
水
木
」

堀
越
龍
雄
さ
ん
（
千
葉
県
）

「
乙
女
の
如
き
」

谷
口 

晃
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

「
威い
げ
ん厳
」

加
田
美
登
四
さ
ん
（
大
阪
府
）

「
抱
か
れ
て
」

吉
村 

洋
さ
ん
（
埼
玉
県
）

「
木
陰
の
花
」

青
木
幸
子
さ
ん
（
東
京
都
）

「
春
を
求
め
て
」

鈴
木
幹
久
さ
ん
（
東
京
都
）

｢

Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｈ
ａ
ｓ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
！｣

松
田
夕
香
さ
ん
（
兵
庫
県
）

「
フ
ェ
イ
ス
」

河
又
昭
男
さ
ん
（
栃
木
県
）

「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
」

後
藤
秀
彦
さ
ん
（
大
分
県
）
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質感と形で作品に仕上げる準特選

「
日
暮
れ
」

市
川
龍
子
さ
ん
（
東
京
都
）

「
窓
辺
の
春
」

佐
久
間
俊
雄
さ
ん
（
埼
玉
県
）

山田信一（東京都）

茂内康平（神奈川県）

市川禎宏（神奈川県）

佐藤教子（神奈川県）

池田満邦（神奈川県）

入選

「飛ぶサギ草」
米田 紘さん（兵庫県） 

「水中花」
加藤誠司さん（兵庫県）

「凜として咲く」
内藤健一さん（神奈川県）

岩垂 誠（長野県）

矢﨑政安（長野県）

伊東千絵（長野県）

本間政行（新潟県）

風間ヤヨエ（新潟県）

牧野邦男（石川県）

山口義文（岐阜県）

伊藤昭雄（静岡県）

中村 功（静岡県）

佐藤準一（愛知県）

中村昭夫（三重県）

宮﨑秀翠（三重県）

平野誠治（京都府）

今井幸雄（大阪府）

坂本昭雄（大阪府）

長岡 曉（大阪府）

河本憲吾（大阪府）

吉田善和（奈良県）

山縣直幸（広島県）

渡橋博美（広島県）

倉見千恵子（広島県）

関谷芳治（山口県）

川崎美智夫（徳島県）

篠原修三（香川県）

塩見 基（香川県）

丸山徳子（福岡県）

西澤和樹（福岡県）

渕上久男（長崎県）

藤原公麿（大分県）

佐土原敏明（鹿児島県）

※順不同

「
乙
女
の
如
き
」

谷
口 

晃
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

「咲き誇る」
渡邊興次さん（宮城県）

「森に咲く」
青木リツさん（広島県）

「合唱」
井上悦明さん（神奈川県）

「森の匂香」
田宮与四郎さん（栃木県）

「ダンサー」
中野悦子さん（兵庫県）

「ご挨拶」
丸森勝造さん（茨城県）

「クレマチス一家」
伊東映子さん（福岡県）

「ヒマワリ」
中村正樹さん（新潟県）

「アケビの花」
雪本信彰さん（高知県）

「アジサイの花」 
坂詰金治郎さん（新潟県）

「キバナノコギリソウ」
小泉りえこさん（東京都）

「お手手つないで。」
竹花信一さん（岩手県）

「高嶺の花」
五百蔵実さん（岡山県）

「喜びの詩」
江口 誠さん（熊本県）

「雨音が聞こえる」
田所俊一さん（東京都）

「大藤絵巻」
坂巻富志子さん（神奈川県）

｢

Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｈ
ａ
ｓ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
！｣

松
田
夕
香
さ
ん
（
兵
庫
県
）

「月夜の梅見」
藤定早苗さん（茨城県）



41 「365日フォトコンテスト」が「JAPAN PHOTOにリニューアル」 →P.24

入選作品も公開中！
Webで詳細を確認できます

「みどり東京フォトコンテスト」のWebページを公開してい
ます。紙面では特選までの発表でしたが、Web上では
入選作品まで写真付きでご紹介。「みどり東京フォトコン
テスト」は今年も開催予定です。

詳しくは→http://all62.jp/midori-photocon/index.html
「みどり東京フォトコンテスト」で検索

「ディゴの花とオガサワラメジロ」
撮影者：島田國彦さん

（小笠原村・父島）

「天守台の春」
撮影者：菅野良男さん

（千代田区・皇居東御苑）

「オアシス」
撮影者：田中敏夫さん

（中央区・浜離宮）

「里山を行く」
撮影者：高橋正仁さん

（奥多摩町・日原地区）

「落ち葉で遊ぶ」
撮影者：田中和夫さん

（港区・神宮外苑いちょう並木）

「憩いの時」
撮影者：大内鉄男さん

（小笠原村・大神山公園）

特選

スマホで
みどり
部門

「ペダルを取られて」
撮影者：太田 豊さん

（新宿区・神楽坂）

撮影仲間と神楽坂
付近の撮影に行っ
たときに撮影しま
した。わずかなス
ペースで草花を育
てる気概を表現し
ました。

ベランダや
庭みどり

部門

「旧古河庭園のバラ ライトアップ」
撮影者：黒部清貴さん
（北区・旧古河庭園）

旧古河和庭園は著
名な方々が手がけ
た由緒ある庭園で
す。春のフェステ
ィバルでは、ライ
トアップされたバ
ラと洋館がとても
きれいですよ。

主催：特別区長会 東京都市長会 東京都町村会
企画運営：公益財団法人特別区協議会 公益財団法人東京市町村自治調査会

オール東京62市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」

主管（一社）：日本フォトコンテスト協会（JPO）
特別協力：カメラのキタムラ＆スタジオマリオ
後援：日本旅行写真家協会/（公財）東京都公園協会/（公財）日本野鳥の会/（一財）
休暇村協会/（―財）公園財団/（―財）ネイチャーズベストフォトグラフィージャパン
/NPO法人 フォトカルチャー倶楽部/『フォトコンライフ』（双葉社）/旅行読売出版社
協賛：富士フイルムイメージングシステムズ/キヤノンマーケティングジャパン/ニコン
イメージングジャパン/リコ―イメージング/クラブツーリズム/ケンコー・トキナー/
シグマ/タムロン/トーリ・ハン/ハクパ写真産業/バッファロー/フレームマン/ 
マンフロット/Tポイント・ジャパン/マイナビサポート（順不同）

みどり東京フォトコンテスト

40春は桜の季節。光を操る「露出補正」がポイントです→P.8

東
京
都
内
の
全
62
市
区
町
村
が
連
携
し
た「
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」。そ
の
一
貫
と
し
て
、東
京
都
内
の
み
ど
り
を
撮
影
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

「
み
ど
り
東
京
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。身
近
に
広
が
る
東
京
の

み
ど
り
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
ど
り
東
京

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

昭和記念公園の「みんなの原っぱ」に大きなケヤキの木が
あります。いつも足を運んで撮影している木です。枝の形
が撮影場所によって変わるので、光の状態を見ながら撮影
しました。

「みどりを囲んで」
撮影者：宮森義雄さん（立川市・昭和記念公園）

グランプリ

花に止まった蝶が
まるで昼食中に見
え、花にピントを
合わせて蝶を少し
待ち、止まった瞬
間をねらってシャ
ッターを切ってい
ます。

「絶景テラスで昼食中の蝶」
撮影者：青木 亜紀子さん

（港区・台場）

公園みどり

部門

「緑のオアシス スクエア」
撮影者：泉 健一さん

（渋谷区・恵比寿ガーデンプレイス）

写真美術館によっ
た後、みどりの美
しい広場があった
のでスナップ撮影
をしました。家族
がファインダーに
入ってから撮影し
ています。

街中みどり

部門

部門賞

広徳寺には樹齢数
百年のイチョウの
木があり、秋には
境内を見事に染め
てくれます。黄色
い葉で遊ぶ子ども
をねらって撮影し
ました。

「落葉で遊ぶ」
撮影者：宮森義雄さん
（あきる野市・広徳寺）

自由にみどり
部門

里山・川辺・
海辺みどり

部門

奥多摩町の数馬峡
橋からは、上流下
流ともに、素晴ら
しいみどりが広が
っています。東京
で雪が降る日は少
ないので、すぐに
撮影に行きました。

「雪晴れに行く」
撮影者：横山宣明さん
（奥多摩町・数馬峡）

上位
入賞作品
発表





真心つきの笑顔が自慢のPCCの賛助企業です
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